
事 務 連 絡 

令和３年１月 25日 

 

各都道府県・指定都市教育委員会学校保健主管課 

各 都 道 府 県 私 立 学 校 主 管 部 課 

附属学校を置く各国公立大学法人事務局 

御中 

 

 

文部科学省初等中等教育局健康教育・食育課 

 

 

「子供のまわりには危険がいっぱい」及び「学生のみなさんへ 薬物のこと

大麻のこと誤解してると危険です！」の配布について 

 

標記啓発読本の配布について、令和３年１月 21 日付けで、厚生労働省医薬・生活衛生局監視

指導・麻薬対策課から別紙１及び別紙２のとおり依頼がありました。 

ついては、本啓発読本が厚生労働省から令和３年２月 15 日までに送付される予定ですので、

貴職及び学校の意向や実情を踏まえ、学校現場に負担のかからない配布方法等について御検討

いただき、必要に応じて御活用いただきますようお願いいたします。 

なお、啓発読本の内容や部数に関することは、厚生労働省医薬・生活衛生局監視指導・麻薬対

策課に直接お問い合わせください。 

 

記 

 

１ 「子供のまわりには危険がいっぱい」について 

厚生労働省から、以下の宛先に対して所管又は所轄する小学校及び特別支援学校小学部

分が送付されます。 

・各都道府県・指定都市・市区町村教育委員会学校保健主管課 

・各都道府県私立学校主管部課 

・附属小学校を置く各国立大学法人事務局 

 

２ 「学生のみなさんへ 薬物のこと大麻のこと誤解してると危険です！」について 

厚生労働省から、各高等学校及び特別支援学校高等部に直接送付されます。 

 

３ 啓発読本の内容や部数に関する問合せ先 

厚生労働省 医薬・生活衛生局 監視指導・麻薬対策課 啓発推進係 

電話 03-5253-1111（内線 2796） 

 

 

（本件担当） 

文部科学省初等中等教育局 

健康教育・食育課保健管理係 

TEL：03-6734-2976（直通） 

FAX：03-6734-3794 



                                                    事 務 連 絡 

令和３年１月２１日 

 

文部科学省初等中等教育局 

  健康教育・食育課       御中 

 

                         厚生労働省医薬・生活衛生局 

                         監 視 指 導 ・ 麻 薬 対 策 課 

 

「子供のまわりには危険がいっぱい」の配布について 

 

 薬物乱用防止啓発活動の推進につきましては、日頃から特段の御配慮をいただき厚く御

礼申し上げます。 

  我が国の薬物乱用の現状は、覚醒剤事犯が薬物事犯の大半を占めるとともに、覚醒剤の

大量密輸事件の検挙が相次ぎ、令和元年には２トンを超える押収量を記録しました。 

また、大麻事犯については、検挙人員は３年連続で過去最多を記録しており、令和元年

には前年を大幅に更新し、初めて４千人を超えるなど、極めて憂慮すべき状況にありま

す。特に大麻事犯については、その半数以上が 30 歳未満の若者であり、薬物乱用を未然に

防止するためには、早い時期から薬物乱用の危険性・有害性等について、正しい知識を身

につけることが非常に重要です。 

 このような状況を踏まえ、小学校６年生の保護者のための啓発読本「子供のまわりには

危険がいっぱい 薬物乱用は『ダメ。ゼッタイ。』～子供たちを薬物乱用から守るために｡

～」を作成し、別添送付文書を添付の上、配布することといたしましたので、御承知いた

だきたく御連絡いたします。 

 つきましては、お手数ではありますが、各小学校において必要に応じて御活用いただく

よう、各都道府県・指定都市教育委員会学校保健主管課等関係機関への周知方につき特段

の御配慮をお願いいたします。 

  また、啓発読本の送付時期については、各都道府県教育委員会学校保健主管課、各指定

都市・市区町村教育委員会学校保健主管課、各都道府県私立学校主管部課及び附属小学校

を置く各国立大学法人事務局に対して、令和３年２月１５日までに、それぞれ送付する予

定としております。 

 なお、各都道府県薬務主管課に対しても、各都道府県・指定都市教育委員会学校保健主

管課等関係機関が各小学校へ冊子を配布する場合には、必要に応じて連携するよう依頼し

ております。 

 

 

担  当 
 厚生労働省医薬・生活衛生局監視指導・麻薬対策課 
                        主査 河上 
 電話０３－５２５３－１１１１(内線2796) 
(夜間０３－３５９５－２４３６） 
 FAX ０３－３５０１－００３４ 

 

n-shimono
テキスト ボックス
別紙１



事 務 連 絡 

令 和 ３ 年 １ 月 吉 日 

 

各都道府県教育委員会学校保健主管課  御中 

 

                          厚生労働省医薬・生活衛生局 

                          監 視 指 導 ・ 麻 薬 対 策 課 

 

「子供のまわりには危険がいっぱい」の配布について 

 

 薬物乱用防止啓発活動の推進につきましては、日頃から特段の御配慮をいただき厚く御礼申

し上げます。 

 さて、標記につきましては、文部科学省より貴職あて御連絡差し上げているところですが、

今般、小学校及び特別支援学校小学部６年生の保護者のための啓発読本「子供のまわりには危

険がいっぱい 薬物乱用は『ダメ。ゼッタイ。』～子供たちを薬物乱用から守るために｡～」

を、文部科学省の協力を得て作成いたしました。 

 つきましては、当方より各市区町村教育委員会学校保健主管課に対して、令和２年２月１５

日までに啓発読本を送付し、必要に応じて管下の各小学校及び特別支援学校小学部の６年生の

保護者に配布していただくよう依頼いたしますので、貴職におかれましては本趣旨を御了察の

上、各市区町村教育委員会学校保健主管課への周知方につき特段の御配慮をお願いいたします。 

 また、お手数ではありますが、都道府県教育委員会学校保健主管課管下の各小学校および特

別支援学校小学部には、必要に応じて各都道府県薬務主管課等と連携し、貴課より御配布いた

だき、本年度の小学校及び特別支援学校小学部６年生の各家庭において有効に活用されますよ

う特段の御配慮をお願いいたします。 

 また、御不明な点等ございましたら、下記連絡先まで御連絡をお願いいたします。 

 

 
 
 担  当 
 厚生労働省医薬・生活衛生局監視指導・麻薬対策課 
                        主査 河上 
 電話０３－５２５３－１１１１(内線2796) 
(夜間０３－３５９５－２４３６） 
 FAX ０３－３５０１－００３４ 
 

 



事 務 連 絡 

令 和 ３ 年 １ 月 吉 日 

 

  各 都 道 府 県 私 立 学 校 主 管 部 課 

 

附属小学校を置く各国立大学法人事務局   御中  

 

 

                           厚生労働省医薬・生活衛生局 

                           監 視 指 導 ・ 麻 薬 対 策 課 

 

 

「子供のまわりには危険がいっぱい」の配布について 

 

 薬物乱用防止啓発活動の推進につきましては、日頃から特段の御配慮をいただき厚く御礼申

し上げます。 

  我が国の薬物乱用の現状は、覚醒剤事犯が薬物事犯の大半を占めるとともに、覚醒剤の大量

密輸事件の検挙が相次ぎ、令和元年には２トンを超える押収量を記録しました。 

また、大麻事犯については、検挙人員は３年連続で過去最多を記録しており、令和元年には

前年を大幅に更新し、初めて４千人を超えるなど、極めて憂慮すべき状況にあります。特に大

麻事犯については、その半数以上が 30 歳未満の若者であり、薬物乱用を未然に防止するため

には、早い時期から薬物乱用の危険性・有害性等について、正しい知識を身につけることが非

常に重要です。 

 このような状況を踏まえ、厚生労働省におきましては、小学校及び特別支援学校小学部６年

生の保護者のための啓発読本「子供のまわりには危険がいっぱい 薬物乱用は『ダメ。ゼッタ

イ。』～子供たちを薬物乱用から守るために｡～」を、文部科学省の協力を得て作成いたしま

した。 

 つきましては、本趣旨を御了察の上、お手数ではありますが、必要に応じて、各都道府県薬

務主管課等と連携し、本冊子を管下の小学校及び特別支援学校小学部に御配布いただき、本年

度の小学校及び特別支援学校小学部６年生の各家庭において有効に活用されますよう特段の

御配慮をお願いいたします。 

  また、御不明な点等ございましたら、下記連絡先まで御連絡をお願いいたします。 
 
 
 連 絡 先 

 厚生労働省医薬・生活衛生局監視指導・麻薬対策課 
                        主査 河上 
 電話０３－５２５３－１１１１(内線2796) 
(夜間０３－３５９５－２４３６） 

 FAX ０３－３５０１－００３４ 



事 務 連 絡 

令 和 ３ 年 １ 月 吉 日 

 

 各指定都市・市区町村教育委員会学校保健主管課 御中 

 

 

                           厚生労働省医薬・生活衛生局 

                           監 視 指 導 ・ 麻 薬 対 策 課 

 

 

「子供のまわりには危険がいっぱい」の配布について 

 

 薬物乱用防止啓発活動の推進につきましては、日頃から特段の御配慮をいただき厚く御礼申

し上げます。 

  我が国の薬物乱用の現状は、覚醒剤事犯が薬物事犯の大半を占めるとともに、覚醒剤の大量

密輸事件の検挙が相次ぎ、令和元年には２トンを超える押収量を記録しました。 

また、大麻事犯については、検挙人員は３年連続で過去最多を記録しており、令和元年には

前年を大幅に更新し、初めて４千人を超えるなど、極めて憂慮すべき状況にあります。特に大

麻事犯については、その半数以上が 30 歳未満の若者であり、薬物乱用を未然に防止するため

には、早い時期から薬物乱用の危険性・有害性等について、正しい知識を身につけることが非

常に重要です。 

 このような状況を踏まえ、厚生労働省におきましては、小学校及び特別支援学校小学部６年

生の保護者のための啓発読本「子供のまわりには危険がいっぱい 薬物乱用は『ダメ。ゼッタ

イ。』～子供たちを薬物乱用から守るために｡～」を、文部科学省の協力を得て作成いたしま

した。 

 つきましては、本趣旨を御了察の上、お手数ではありますが、必要に応じて各都道府県薬務

主管課等と連携し、本冊子を管下の小学校及び特別支援学校小学部に御配布いただき、本年度

の小学校及び特別支援学校小学部６年生の各家庭において有効に活用されますよう特段の御

配慮をお願いいたします。 

また、御不明な点等ございましたら、下記連絡先まで御連絡をお願いいたします。 

 

 

 

 
連 絡 先 
 厚生労働省医薬・生活衛生局監視指導・麻薬対策課 
                        主査 河上 
 電話０３－５２５３－１１１１(内線2796) 
(夜間０３－３５９５－２４３６） 
 FAX ０３－３５０１－００３４ 



事 務 連 絡  

令 和 ３ 年 １ 月 吉 日 

 

各小学校及び特別支援学校小学部  御中 

 

                           厚生労働省医薬・生活衛生局 

                           監 視 指 導 ・ 麻 薬 対 策 課 

 

 

「子供のまわりには危険がいっぱい」の配布について 

 

 

 薬物乱用防止啓発活動の推進につきましては、日頃から特段の御配慮をいただき厚く御礼

申し上げます。 

  我が国の薬物乱用の現状は、覚醒剤事犯が薬物事犯の大半を占めるとともに、覚醒剤の大

量密輸事件の検挙が相次ぎ、令和元年には２トンを超える押収量を記録しました。 

また、大麻事犯については、検挙人員は３年連続で過去最多を記録しており、令和元年に

は前年を大幅に更新し、初めて４千人を超えるなど、極めて憂慮すべき状況にあります。特

に大麻事犯については、その半数以上が 30 歳未満の若者であり、薬物乱用を未然に防止する

ためには、早い時期から薬物乱用の危険性・有害性等について、正しい知識を身につけるこ

とが非常に重要です。 

 このような状況を踏まえ、厚生労働省におきましては、小学校及び特別支援学校小学部６

年生の保護者のための啓発読本「子供のまわりには危険がいっぱい 薬物乱用は『ダメ。ゼ

ッタイ。』～子供たちを薬物乱用から守るために｡～」を、文部科学省の協力を得て作成いた

しました。 

 つきましては、本趣旨を御了察の上、お手数ではありますが、必要に応じて本冊子を貴校

の本年度の６年生の保護者に御配布いただき、各家庭において有効に活用されますよう特段

の御配慮をお願いいたします。 

  また、御不明な点等ございましたら、下記連絡先まで御連絡をお願いいたします。 
 
 
 
 

担  当 
 厚生労働省医薬・生活衛生局監視指導・麻薬対策課 
                        主査 河上 
 電話０３－５２５３－１１１１(内線2796) 
(夜間０３－３５９５－２４３６） 
 FAX ０３－３５０１－００３４ 

 



事 務 連 絡 

令和３年１月２１ 日 

 

文部科学省初等中等教育局 

  健康教育・食育課        御中 

 

                          厚生労働省医薬・生活衛生局 

                          監 視 指 導 ・ 麻 薬 対 策 課 

 

 

｢学生のみなさんへ 薬物のこと大麻のこと  

誤解してると危険です！｣の配布について 

 

薬物乱用防止啓発活動の推進につきまして、日頃から特段の御配慮をいただき厚く御礼申し

上げます。 

  我が国の薬物乱用の現状は、覚醒剤事犯が薬物事犯の大半を占めるとともに、覚醒剤の大量

密輸事件の検挙が相次ぎ、令和元年には２トンを超える押収量を記録しました。 

また、大麻事犯については、検挙人員は３年連続で過去最多を記録しており、令和元年には

前年を大幅に更新し、初めて４千人を超えるなど、極めて憂慮すべき状況にあります。特に大

麻事犯については、その半数以上が 30 歳未満の若者であり、薬物乱用を未然に防止するため

には、早い時期から薬物乱用の危険性・有害性等について、正しい知識を身につけることが非

常に重要です。 

 このような状況を踏まえ、啓発読本「学生のみなさんへ 薬物のこと大麻のこと誤解してる

と危険です！」を作成し、別添送付文書を添付の上、配布することといたしましたので、御承

知いただきたく御連絡いたします。 

 つきましては、お手数ではありますが、各高等学校及び特別支援学校高等部において卒業予

定者に配布するなど、必要に応じて御活用いただくよう、各都道府県・指定都市教育委員会学

校保健主管課等関係機関への周知方につき特段の御配慮をお願いいたします。 

  なお、啓発読本の送付時期については、各都道府県・指定都市教育委員会学校保健主管課、

各都道府県私立学校主管部課、附属高等学校を置く各国公立大学法人事務局、各高等学校及び

特別支援学校高等部に対して、令和３年２月１５日までに、それぞれ送付する予定としており

ます。 

 
 

 
担  当 
 厚生労働省医薬・生活衛生局監視指導・麻薬対策課 
                       主査 河上 
 電話０３－５２５３－１１１１(内線2796) 
(夜間０３－３５９５－２４３６） 
 FAX ０３－３５０１－００３４ 

 

n-shimono
テキスト ボックス
別紙２



                             事 務 連 絡 

令 和 ３ 年 １ 月 吉 日 

 

 

   各都道府県・指定都市教育委員会学校保健主管課

各 都 道 府 県 私 立 学 校 主 管 部 課  

附属高等学校を置く各国公立大学法人事務局     御中 

 

 

 

                          厚生労働省医薬・生活衛生局 

                          監 視 指 導 ・ 麻 薬 対 策 課 

 

 

｢学生のみなさんへ 薬物のこと大麻のこと  

誤解してると危険です！｣の配布について 

 

 薬物乱用防止啓発活動の推進につきまして、日頃から特段の御配慮をいただき厚く御礼申し

上げます。 

  さて、標記につきましては、文部科学省より貴職あて御連絡差し上げているところですが、

今般、啓発読本「学生のみなさんへ 薬物のこと大麻のこと誤解してると危険です！」を、文

部科学省の協力を得て作成いたしました。 

 つきましては、当方より各高等学校及び特別支援学校高等部に対して、令和３年２月１５日

までに啓発読本を送付し、必要に応じて卒業予定者に配布していただくよう依頼いたしますの

で、貴職におかれましては本趣旨を御了察の上、管下の各高等学校及び特別支援学校高等部へ

の周知方につき特段の御配慮をお願いいたします。 

 また、御不明な点等ございましたら、下記連絡先まで御連絡をお願いいたします。 

 
 

 
 
 
 

 
 担  当 
 厚生労働省医薬・生活衛生局監視指導・麻薬対策課 
                        主査 河上 
 電話０３－５２５３－１１１１(内線2796) 
(夜間０３－３５９５－２４３６） 
 FAX ０３－３５０１－００３４ 
 

 



                            事 務 連 絡 

 令 和 ３ 年 １ 月 吉 日 

 

 

 各高等学校及び特別支援学校高等部 御中 

 

 

                          厚生労働省医薬・生活衛生局 

                          監 視 指 導 ・ 麻 薬 対 策 課 

 

 

｢学生のみなさんへ 薬物のこと大麻のこと  

誤解してると危険です！｣の配布について 

 

 

 薬物乱用防止啓発活動の推進につきまして、日頃から特段の御配慮をいただき厚く御礼申し

上げます。 

  我が国の薬物乱用の現状は、覚醒剤事犯が薬物事犯の大半を占めるとともに、覚醒剤の大量

密輸事件の検挙が相次ぎ、令和元年には２トンを超える押収量を記録しました。 

また、大麻事犯については、検挙人員は３年連続で過去最多を記録しており、令和元年には

前年を大幅に更新し、初めて４千人を超えるなど、極めて憂慮すべき状況にあります。特に大

麻事犯については、その半数以上が 30 歳未満の若者であり、薬物乱用を未然に防止するため

には、早い時期から薬物乱用の危険性・有害性等について、正しい知識を身につけることが非

常に重要です。 

 このような状況を踏まえ、厚生労働省におきましては、啓発読本｢学生のみなさんへ 薬物

のこと大麻のこと誤解してると危険です！｣を、文部科学省の協力を得て作成いたしました。 

つきましては、本趣旨を御了察の上、お手数ではありますが、必要に応じて貴校の卒業予定

者に御配布いただき、啓発読本として御活用いただければ幸いに存じます。 

 また、御不明な点等ございましたら、下記連絡先まで御連絡をお願いいたします。 

 

 

連 絡 先 
 厚生労働省医薬・生活衛生局監視指導・麻薬対策課 
                       主査 河上 
 電話０３－５２５３－１１１１(内線2796) 
(夜間０３－３５９５－２４３６） 
 FAX ０３－３５０１－００３４ 

 




